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佐賀県立伊万里特別支援学校 

いまり 特別支援学校だより 

小学部 楽しかったよ！！はってん祭 
 今年度のはってん祭は新型コロナウイルス対策のため、遊び場で一緒に遊んでいただくことができず、参

観のみとなりましたが、保護者の方々のご理解とご協力のおかげで無事実施することができました。今年度

は「水族館」をテーマとし、４か所の遊び場にそれぞれクジラのおうこく(中庭)、イルカのおうこく（１Ｆ

プレイルーム）、クラゲのへや（２Ｆプレイルーム）、ペンギンひろば（体育館）と名前をつけ、「いまりん

ワールド」として子ども達が作成した装飾や看板等を飾りたのしい「いまりんワールド」をみんなで作り上

げました。 

 約１か月の単元期間、子どもたちは毎日「いまりんワールド」を楽しみにしていて、朝の準備もいつもよ

り早く終わらせ、朝の会までの短い時間でも楽しく遊びました。もちろんはってん祭当日もおそろいのＴシ

ャツを着て、すべり台で好きな滑り方や両手足を持って揺らしてもらって滑ったり、敷物を使って友達を誘

い一緒に滑ったり、中庭とプレイルームまたは、体育館内で遊具を介して追いかけっこをしたりと時間いっ

ぱい思い切り遊び込みました。 

 また、お買い物をした子どもたちもいて、木工 

製品や紙工芸等の製品を買って、自分で支払いを 

して楽しんでいました。 

 来年度は、保護者の皆さんと一緒に遊んで楽し 

めるはってん祭になってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 今できるベストを尽くした「はってん祭」 
一人ひとりの学習の成果を見ていただいたでしょうか。また、ベストを尽くして頑張った作品や製品も見

ていただいたでしょうか。 

今年度の「はってん祭」は、新型コロナウイルス感染対策の中、少し寂しくなる覚悟で当日を迎えました。

保護者様のご理解とご協力のおかげで、お客様は少なくても作業製品販売の生徒たちは笑顔で接客を行い、

映画の上映をした生徒たちは保護者の喜ばれる声や笑い声で、嬉しそうな笑顔になっていました。これから

も昨年度とはいろいろな行事が違っている中学部の取り組みにご協力をお願いします。 

 

     
 

 中学部の行事の中で、とても大切にしている行事があります。「就業・施設体験」です。義務教育期間（小

学部の６年間、中学部の３年間）に身につけてきた学習の成果を試し、一人ひとりに合った正しい進路を選

択するための大切な体験です。３年生にとって働くことが中心の生活は始めてであり、新しい課題や目標が

見つかったと思います。「働く社会人」になるために、新しいことにチャレンジして正しい進路選びにつな

げていってほしいと思います。 

 

 

 

 



【今後の予定】 

○１２月２４日（木）終業式 

○１２月２５日（金）～１月７日（木）冬期休業 

○ １月 ８日（金）始業式 

○ １月１２日（火）高等部入学検査説明会 

○ ２月１９日（金）高等部合格者説明会                    

○ ３月１１日（木）卒業証書授与式 

○ ３月２４日（水）修了式 

○ ３月２５日（木）～３月３１日（水）学年末休業 
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将来の生活を実体験！ 就業・施設体験（中３～高３） 
         新型コロナウイルス感染拡大による体験実施への影響が心配されましたが、受け入れ

事業所のご理解と健康管理についてご家庭のご協力を得ることで予定の期間に実施でき

ました。中学部３年生は９名が１０月２６日より５日間、３事業所で体験し、高等部は１

１月９日から３週間、３０事業所で体験しました。このうち８名が将来の生活を視野に宿

泊の体験も行いました。 

         中学部では、初めての長期体験に緊張もありましたが、体験先の作業で一人ひとりの得

意なことが生かせる活動もあり、「働くのは楽しいな。」と実感できた体験でした。高等部

は１年生が「体験先の生活に慣れる」２年生が「進路を具体的にする」３年生が「進路先

を決めて卒業後の生活をする」という学年ごとの体験ステージ 

で、一人ひとり目標をもって臨みました。特に１年生は、学校とは違った環境に慣れ 

ることができず、心が折れそうな日もあったようで、帰宅報告の声が聞こえない人も 

いました。２年生は、２回目の体験で自分に合った作業のイメージが具体的にもてた 

人が多くいました。３年生は、巡回の先生が体験先の方と間違う 

くらいとても馴染んでいました。 

体験をとおして将来の生活が自分で決められるようになること 

を願っています。 
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★★★★高等部 はってんマーケット大成功！★★★★ 
～ 笑顔でファイト ハッピーはってん祭 ～ 

上記のスローガンのもと、高等部生全員で製品作りから準備、販売を頑張りました。肢体不自由課程の生

徒もオーブン粘土で作成した髪留めやマグネットなどを一緒に販売しました。１学期に行ったはってんマ

ーケットは校内の児童生徒や職員に向けた販売でしたが、今回は保護者の皆さんに来ていただけることを

生徒たちは嬉しくて、はりきって活動しました。単元終了会では作業班ごとに振り返りを行い、みんなでお

互いの頑張りを認め合ってお楽しみの時間を過ごしました。 

他にもホールに美術作品を一堂に展示したり、作業の様子や音楽の演奏の動画を電子黒板で保護者の皆

様にもご覧いただいたりしました。今年は新型コロナウイルス感染拡大により授業参観が実施できていな

いので多くの方に足を止めて視聴してもらい、喜んでいただきました。いろいろなお願いや制限がありまし

たがご理解とご協力ありがとうございました。 

 

 
 

 


